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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムの少なくとも１つの基地局と無線通信中のモバイルユーザ装置の送信
電力を制御するための方法であって、前記ユーザ装置の前記送信電力が電力制御コマンド
を介して前記通信システムにより通常的に制御されており、前記方法は、
　ハンドオーバーイベントを要求するメッセージであって、基地局からの応答を要求する
当該メッセージを、前記基地局に送信する前または送信中に、前記ユーザ装置により放射
される前記送信電力を前記ユーザ装置により増加させるステップと、
　前記メッセージの送信が終了するまで、前記基地局からの前記電力制御コマンドを実質
的に無視するステップと、
　前記メッセージの送信後に、前記通信システムの前記電力制御コマンドに従って、前記
ユーザ装置内で通常動作を再開するステップと、
を含み、
　前記メッセージは、中断されることなく前記基地局に送信され、
　前記ユーザ装置は、前記ユーザ装置と通信中のアクティブな基地局のリストを有し、
　前記送信電力の前記増加は、前記メッセージがアクティブな基地局の前記リストに基地
局を追加するためのハンドオーバーメッセージ（１Ａ）、または前記メッセージがアクテ
ィブな基地局の前記リストに基地局を追加および除去するためのハンドオーバーメッセー
ジ（１Ｃ）である場合に実行される、
方法。
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【請求項２】
　前記メッセージは、ソフトハンドオーバーイベントを要求する、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記メッセージは、ハードハンドオーバーイベントを要求する、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記ユーザ装置の前記送信電力は、前記送信が信号対干渉比の目標値と等しい信号対干
渉比のある値をもたらすように構成された、閉ループ電力制御システムにより制御され、
　前記送信電力を増加させるために、前記閉ループ電力制御システムを開ループ電力制御
システムに適応させるステップをさらに含む、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記電力制御システムは、前記ユーザ装置により放射される前記電力を、増加（ＴＰＣ
＝１）または減少（ＴＰＣ＝０）させるための電力制御信号を放射し、
　開ループ制御中に前記送信電力を初期的に増加させるために、複数の電力増加信号（Ｔ
ＰＣ＝１）を前記ユーザ装置により生成するステップをさらに含む、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　前記電力制御コマンドを実質的に無視する前記ステップは、前記送信電力を実質的に一
定の値に維持するために、前記送信電力の前記初期的な増加の後に、増加信号（ＴＰＣ＝
１）および減少信号（ＴＰＣ＝０）を交替させるトグル信号を生成するステップを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記開ループシステムは、前記基地局からの増加信号（ＴＰＣ＝１）の受信に応答して
、前記送信電力を増加させ、前記基地局からの減少信号（ＴＰＣ＝０）の受信に応答して
、前記送信電力を増加させない、請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージの送信に続く期間中に、基地局により送信される前記電力レベルを増加
させるステップをさらに含む、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局により送信される前記電力レベルの前記増加は、前記応答の受信後または所
定の最大期間の経過後に、元の電力レベルに戻される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基地局により送信される前記電力レベルを増加させるために、信号対干渉比の目標
値を前記ユーザ装置により増加させるステップをさらに含む、請求項８または９に記載の
方法。
【請求項１１】
　信号対干渉比の前記目標値は、所定の量で増加される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　信号対干渉比の前記目標値は、ビット誤り率（ＢＥＲ）、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）
、および信号対干渉比の現在の目標値の少なくともいずれかに応じて、適応的に増加され
る、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記通信システムは、符号分割多元接続システムまたは広帯域符号分割多元接続システ
ムである、請求項１～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記送信電力の前記増加は、前記ユーザ装置と通信中の少なくとも１つの基地局の前記
信号強度が閾値未満である場合に実行される、請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記送信電力の前記増加は、前記ユーザ装置と通信中の少なくとも２つの基地局の前記
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信号強度が閾値未満である場合に実行される、請求項１～１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記送信電力の前記増加は、前記ユーザ装置と通信中の全ての基地局の前記信号強度が
閾値未満である場合に実行される、請求項１～１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　無線通信システムの少なくとも１つの基地局と無線通信中のモバイルユーザ装置の送信
電力を制御するための装置であって、前記ユーザ装置の前記送信電力が電力制御コマンド
を介して前記通信システムにより通常的に制御されており、前記装置は、
　ハンドオーバーイベントを要求するメッセージであって、基地局からの応答を要求する
当該メッセージを、前記基地局に送信する前または送信中に、前記ユーザ装置により放射
される前記送信電力を前記ユーザ装置により増加させ、前記メッセージの送信が終了する
まで、前記基地局からの前記電力制御コマンドを実質的に無視し、かつ、前記メッセージ
の送信後に、前記通信システムの前記電力制御コマンドに従って、前記ユーザ装置内で通
常動作を再開するための電力制御部
を備え、
　前記メッセージは、中断されることなく前記基地局に送信され、
　前記ユーザ装置は、前記ユーザ装置と通信中のアクティブな基地局のリストを有し、
　前記電力制御部は、前記メッセージがアクティブな基地局の前記リストに基地局を追加
するためのハンドオーバーメッセージ（１Ａ）、又は前記メッセージがアクティブな基地
局の前記リストに基地局を追加および除去するためのハンドオーバーメッセージ（１Ｃ）
である場合に、前記送信電力を増加させるように構成される、
装置。
【請求項１８】
　前記ユーザ装置の前記送信電力を制御するための前記電力制御システムは、閉ループ回
路内で前記電力を制御する、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記閉ループ電力制御システムの前記ループを開くためのスイッチ部をさらに備える、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記メッセージは、ソフトハンドオーバーイベントを要求するメッセージである、請求
項１７～１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２１】
　前記メッセージは、ハードハンドオーバーイベントを要求するメッセージである、請求
項１７～１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２２】
　前記スイッチ部は、
　前記閉ループを開いて前記送信電力を増加させるための第１のスイッチと、
　前記メッセージの送信のために十分な期間中に亘って、前記増加された電力を維持する
ための第２のスイッチと、
を含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記増加された送信電力の前後で前記送信電力をトグルするためのトグル信号を放射す
るためのトグル部をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記閉ループ電力制御システムは、
　基地局から電力制御信号（ＴＰＣ）を受信するための受信機回路と、
　前記電力制御信号に応じて前記ユーザ装置の前記送信電力を増加または減少させるため
の制御回路と、
を含む、請求項１８～２３のいずれかに記載の装置。
【請求項２５】
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　前記送信電力を増加させるための前記制御回路は、前記ユーザ装置の前記送信電力を増
加させるために、複数の電力増加信号（ＴＰＣ＝１）を生成するための生成回路を含む、
請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記メッセージの送信のための十分な期間中に亘って、前記増加された電力を維持する
ためのトグル回路をさらに備え、前記トグル回路は、遅延回路、ＮＯＴ回路、およびＯＲ
回路を含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
　前記メッセージの送信に続く期間中に亘って、基地局により送信される電力レベルを増
加させるための電力制御部をさらに備える、請求項１７～２６のいずれかに記載の装置。
【請求項２８】
　前記電力制御部は、前記基地局により送信される前記電力レベルを、前記応答メッセー
ジの受信後または所定の最大期間の経過後に、元の電力レベルに戻すように構成される、
請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　信号対干渉比の目標値を含む、前記ユーザ装置内のレジスタ部と、
　信号対干渉比の前記目標値を増加させることにより、前記基地局により送信される前記
電力レベルを増加させるための制御部と、
をさらに備える、請求項２７または２８に記載の装置。
【請求項３０】
　信号対干渉比の前記目標値は、所定の量で増加される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　信号対干渉比の前記目標値は、ビット誤り率（ＢＥＲ）、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）
、および信号対干渉比の現在の目標値の少なくともいずれかに応じて、適応的に増加され
る、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記通信システムは、符号分割多元接続システムまたは広帯域符号分割多元接続システ
ムである、請求項１７～３１のいずれかに記載の装置。
【請求項３３】
　前記電力制御部は、前記ユーザ装置と通信中の少なくとも１つの基地局の前記信号強度
が閾値未満である場合に、前記送信電力を増加させるように構成される、請求項１７～３
２のいずれかに記載の装置。
【請求項３４】
　前記電力制御部は、前記ユーザ装置と通信中の少なくとも２つの基地局の前記信号強度
が閾値未満である場合に、前記送信電力を増加させるように構成される、請求項１７～３
３のいずれかに記載の装置。
【請求項３５】
　前記電力制御部は、前記ユーザ装置と通信中の全ての基地局の前記信号強度が閾値未満
である場合に、前記送信電力を増加させるように構成される、請求項１７～３４のいずれ
かに記載の装置。
【請求項３６】
　計算処理能力を有する電子装置により実行されて、請求項１～１６のいずれかに記載の
方法を実行するためのコンピュータプログラムコード手段を含むコンピュータプログラム
。
【請求項３７】
　前記コンピュータプログラムコード手段がコンピュータ読取可能な媒体上に実装されて
いる、請求項３６に記載のコンピュータプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおけるハンドオーバーメッセージの安定性を改良するた
めの方法および装置に関する。
【０００２】
（発明の背景）
　通信システムは、セルエリアを各々にカバーする複数の基地局を含む場合がある。基地
局ＢＳ（Base Station）は、無線ネットワークコントローラＲＮＣ（Radio Network Cont
roller）に接続される場合がある。複数のユーザ装置ＵＥ（User　Equipment）は、基地
局のセルエリア内に位置する場合がある。
【０００３】
　符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムでは、同一のキャリア周波数上で、複数のＵＥ
の通信が同時に発生する。各ＵＥは、ユーザ固有の符号により定義された異なるチャネル
を有し、チャネル上では、従来技術に基づいて通信が発生する。各ＵＥは、上記システム
に干渉をもたらす。よって、送信の満足な品質を維持しながら、各ＵＥから放射される電
力を可能な限り低く維持することが望まれる。
【０００４】
　このようなＵＥの電力制御は、受信信号の特定のビット誤り率ＢＥＲ（Bit Error Rate
）またはブロック誤り率ＢＬＥＲ（Block Error Rate）を基地局で得ることができるよう
に、ＵＥからのアップリンク送信電力を制御することにより、達成される可能性がある。
これは、所要のＢＥＲまたはＢＬＥＲに対応する目標信号対干渉比ＳＩＲ（Signal-to-In
terference Ratio）を基地局側で決定することにより実行されうる。このような目標ＳＩ
Ｒを決定するために、アウターループ電力制御ＯＬＰＣ（Outer Loop Power Control）シ
ステムが準備されてもよい。目標ＳＩＲは、例えば、ＵＥの移動速度およびマルチパス信
号伝搬など、複数の要因による影響を受けうる。ＯＬＰＣシステムは、例えば、ＷＣＤＭ
Ａ（Wideband　Code Division Multiple Access）で１０～１００Ｈｚの更新用周波数を
伴い、相対的に遅い場合がある。
【０００５】
　ＢＳで受信したＵＥからの信号が目標ＳＩＲより大きなＳＩＲを有する場合には、不必
要に高い電力でＵＥが送信していることを表す。そして、基地局は、電力を減少させるた
めの信号をＵＥに送信可能である。これは、高速閉ループ電力制御ＦＣＬＰＣ（Fast Clo
sed Loop Power Control）とも称されるインナーループ電力制御により実行されうる。こ
の電力制御は、例えば、ＷＣＤＭＡで１．５ｋＨｚの更新用周波数で動作可能である。Ｓ
ＩＲが目標ＳＩＲより低い場合には、基地局は、電力を増加させることを要求する信号を
ＵＥに送信し、逆もまた同様である。もちろん、電力は、所定の上限までのみ増加されう
る。
【０００６】
　同様にして、基地局により送信された信号の受信（reception）がＵＥで解析され、こ
の信号のＳＩＲが目標ＳＩＲと比較され、ＳＩＲが目標ＳＩＲより低い場合には、電力を
増加させるための信号がＵＥにより基地局に送信され、逆もまた同様である。
【０００７】
　各基地局は、共通パイロットチャネルＣＰＩＣＨ（Common PIlot CHannel）上でパイロ
ット信号を送信可能である。このパイロット信号のＵＥでの信号強度は、各ＵＥにより維
持されるアクティブな基地局のリストに基地局を含めておくか否かを決定する。アクティ
ブリストは、基地局の信号強度が、以下で詳細に説明する所定の値を超えるか、または所
定の値より低いと、更新されうる。アクティブな基地局のリストは、例えば、６つの基地
局など、特定の数の基地局に限定されてもよい。
【０００８】
　特定のＵＥが一セルエリアから隣接する他のセルエリアに移動すると、基地局からの信
号強度が変化する。例えば、特定の基地局の信号強度が余りにも低いと、または他の基地
局の信号強度が特定の基地局の信号強度を超えると、ハンドオーバーの状態が発生しうる
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。ハンドオーバーは、ソフトハンドオーバーまたはハードハンドオーバーのいずれでもよ
い。
【０００９】
　ハードハンドオーバーの状態では、ＵＥは、同一の瞬間に単一のＢＳと通信可能である
。このＢＳのパイロット信号により決定された信号強度が所定のレベルより減少し、より
高い信号強度を伴う他のＢＳが利用可能である場合には、ＵＥまたはＢＳは、ＵＥからの
通信またはＵＥへの通信が一ＢＳから新たなＢＳに転送されるハードハンドオーバーイベ
ントを開始する。
【００１０】
　ＷＣＤＭＡシステムでは、ソフトハンドオーバーが予測される。ソフトハンドオーバー
では、ＵＥは、到達範囲にある複数のＢＳと同時に通信する。ＢＳにより受信された全て
の信号は、ＢＳで受信された信号から最良の信号を選択可能であり、または、ＢＳで受信
された信号を組合せ（combine）可能である、無線ネットワークコントローラＲＮＣに伝
達される。
【００１１】
　ＵＥは、以下で詳細に述べる所定の基準に従って選択されたアクティブなＢＳのリスト
を維持する。ＵＥは、アクティブリストに含まれる全てのＢＳから同一のメッセージを受
信し、これらの信号を組合せる。よって、特に、ほぼ等しい信号強度を伴う複数の基地局
が存在する場合には、単一のＢＳから信号を受信する場合に比して、より良好な受信（re
ception）を得ることができる。
【００１２】
　前述したシステムは、例えば、Harri HolmaおよびAntti Toskalaにより編纂された“第
３世代移動通信のためのＵＭＴＳ無線アクセスＷＣＤＭＡ（WCDMA FOR UMTS Radio Acces
s For Third Generation Mobile Communications）”に開示されている。
【００１３】
　ＷＯ０３/０７７５８４は、通信ネットワークの非対称ソフトハンドオーバー条件で電
力を制御するための装置を開示している。移動局と基地局との間の通信は、各基地局から
の２つのインターフェースチャネルダウンリンクを介して別々に同時に発生する。アップ
リンク方向では、組合せのために関連する無線ネットワークコントローラＲＮＣに受信デ
ータがルーティングされるが、移動局の符号チャネルが両方の基地局により受信される。
そして、ＲＮＣは、可能性のある２つの無線リンクの間で、より良好な通信を選択し、こ
の選択が周期的に発生する。
【００１４】
　ＥＰ１２２３７６９は、ノードＢと通信中のＵＥにより、ハンドオーバー領域のアップ
リンク送信電力を、ＦＣＳ方式を用いて制御するための方法を開示している。ＵＥは、現
時点で最良のセルとの通信中にハンドオーバー領域に進入する場合には、アクティブセッ
ト中の複数のセルから特定の期間で受信したＴＰＣコマンドを格納する。複数のセルから
２番目に最良のセルが選択される場合には、ＵＥは、最良のセルが現時点の最良のセルか
ら２番目に最良のセルに変更される時点で、２番目に最良のセルからのＴＰＣコマンドと
、現時点の最良のセルからのＴＰＣコマンドとを特定の期間で比較することにより、送信
電力オフセットを決定する。ＵＥは、送信電力オフセットを考慮して決定された送信電力
レベルで、２番目に最良のセルに初期の送信電力を送信する。
【００１５】
　ＷＣＤＭＡなどのセルラーシステムでは、全てのユーザが同一の無線リソースを共有す
る。システム容量を最適化するために、前述したように、十分に良好なサービス品質を達
成するために全てのユーザが十分な電力を利用可能なように、電力制御が導入される。物
理層では、これがブロック誤りとして測定され、一般的に、ユーザは、例えば、１％（そ
れ以上でもなく、それ以下でもない。）のブロックが誤りを伴って受信可能である電力の
みを利用すべきである。移動端末ＵＥが利用可能な電力は、しばしば仕様要求に従って定
義される。



(7) JP 5214973 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

【００１６】
　ＷＣＤＭＡの他の特徴は、ＧＳＭなどの他のセルラーシステムと同様に、モビリティ、
すなわち、例えば、自動車による移動時に呼びを行う可能性にある。このような状態では
、ハンドオーバーが重要となる。また、ハンドオーバーは信頼性を伴うべきである。すな
わち、ＵＥまたは基地局が他の基地局にハンドオーバーをシグナリングすると、ハンドオ
ーバー手続きと同様に、ハンドオーバーメッセージが正常に機能するべきである。ハンド
オーバーが失敗する場合には、呼びがドロップされうる。
【００１７】
　ハンドオーバーの状態でドロップの可能性を低減するために、ハンドオーバーメッセー
ジは、しばしば確認モードで送信される。これは、ハンドオーバーメッセージが誤りを伴
って受信された場合には、例えば、基地局では、この情報が再送信を行うＵＥにフィード
バックされることを意味する。しかし、再送信は、一般的に、数秒オーダーの遅延を意味
する。例えば、高速道路を走行中の自動車など、高速の状態では、信号強度が非常に弱く
、かつ、より強い新たなセルが検出されてＵＥからハンドオーバーメッセージが再送信さ
れると、再送信による遅延は、ハンドオーバー手続きが終了する前に、ＵＥが非同期状態
（out-of-sync）になる、すなわち、元の基地局との（ダウンリンク）接続を失うことを
意味する。これは、ドロップされた呼びを発生させうる。
【００１８】
　特に、ＵＥからの十分な出力電力のみが許されるＷＣＤＭＡシステムでは、基地局が非
同期状態となる、すなわち、ＵＥとの（アップリンク）接続を失うことが他のリスクとな
る。このような状態では、基地局は、ハンドオーバーメッセージを全く受信せず、よって
、再送信を要求しない。この場合にも、ドロップされた呼びが発生しうる。
【００１９】
　ここで、ハンドオーバーメッセージの受信および正確な検出の可能性を向上させ、よっ
て、ＷＣＤＭＡシステムなどのセルラーシステムを、よりロバスト（robust）にする方法
および装置が必要とされる。
【００２０】
（発明の要旨）
　本発明の目的は、移動ユニットと基地局との間の接続の喪失が低減される、通信システ
ムのハンドオーバーの方法および装置を提供することにある。
【００２１】
　第１の観点によれば、無線通信システムの少なくとも１つの基地局と無線通信中のモバ
イルユーザ装置の送信電力を制御するための方法が提供される。ここで、ユーザ装置の送
信電力が電力制御コマンドを介して通信システムにより通常的に制御される。本方法は、
通信システム内のアクションを要求し、かつ、基地局からの応答を要求するメッセージを
、基地局に送信する前または送信中に、ユーザ装置により放射（emit）される送信電力を
ユーザ装置により増加させるステップと、メッセージの送信が終了するまで、基地局から
の電力制御コマンドを実質的に無視するステップと、要求されたアクションを実行する前
に、通信システムの電力制御コマンドに従って、ユーザ装置内で通常動作を再開するステ
ップと、を含む。
【００２２】
　メッセージは、ソフトハンドオーバーイベントまたはソフトハンドオーバーイベントを
要求してもよい。
【００２３】
　本発明の一実施形態では、ユーザ装置の送信電力は、送信が信号対干渉比の目標値と等
しい信号対干渉比のある値をもたらすように構成された、閉ループ電力制御システムによ
り制御されてもよい、この場合には、送信電力を増加させるために、閉ループ電力制御シ
ステムは、開ループ電力制御システムに適応させられる。
【００２４】
　他の実施形態では、電力制御システムは、ユーザ装置により放射される電力を、増加（
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ＴＰＣ＝１）または減少（ＴＰＣ＝０）させるための電力制御信号を放射してもよい。開
ループ制御中に送信電力を初期的に増加させるために、ユーザ装置は、複数の電力増加信
号（ＴＰＣ＝１）を生成してもよい。また、ユーザ装置が電力制御コマンドを実質的に無
視するためのコマンドは、送信電力を実質的に一定の値に維持するために、送信電力の初
期的な増加の後に、増加信号（ＴＰＣ＝１）および減少信号（ＴＰＣ＝０）を交替させる
トグル信号を生成するステップを含んでもよい。
【００２５】
　他の実施形態では、開ループシステムは、基地局からの増加信号（ＴＰＣ＝１）の受信
に応答して、送信電力を増加させ、基地局からの減少信号（ＴＰＣ＝０）の受信に応答し
て、送信電力を増加させなくてもよい。
【００２６】
　また他の実施形態では、基地局により送信される電力レベルは、メッセージの送信に続
く期間中に亘って増加されてもよい。基地局により送信される電力レベルの増加は、応答
メッセージの受信後または所定の最大期間の経過後に、元の電力レベルに戻されてもよい
。基地局により送信される電力レベルを増加させるために、ユーザ装置は、基地局のため
に信号対干渉比の目標値を増加させてもよい。信号対干渉比の目標値は、所定の量で増加
されてもよい。代替的に、信号対干渉比の目標値は、ビット誤り率（ＢＥＲ）、ブロック
誤り率（ＢＬＥＲ）、および信号対干渉比の現在の目標値の少なくともいずれかに応じて
、適応的に増加されてもよい。
【００２７】
　通信システムは、符号分割多元接続システムまたは広帯域符号分割多元接続システムで
もよい。
【００２８】
　また他の実施形態では、送信電力の増加は、ユーザ装置と通信中の少なくとも１つの基
地局の信号強度が閾値未満である場合に実行されてもよい。送信電力の増加は、ユーザ装
置と通信中の少なくとも２つの基地局、または全ての基地局の信号強度が閾値未満である
場合に実行されてもよい。
【００２９】
　また他の実施形態では、ユーザ装置は、ユーザ装置と通信中のアクティブな基地局のリ
ストを有してもよい。送信電力の増加は、メッセージがアクティブな基地局のリストに基
地局を追加するためのハンドオーバーメッセージ（１Ａ）である場合に実行されてもよく
、または、メッセージがアクティブな基地局のリストに基地局を追加および除去するため
のハンドオーバーメッセージ（１Ｃ）である場合に実行されてもよい。
【００３０】
　他の観点では、無線通信システムの少なくとも１つの基地局と無線通信中のモバイルユ
ーザ装置の送信電力を制御するための装置であって、ユーザ装置の送信電力が電力制御コ
マンドを介して通信システムにより通常的に制御されており、通信システム内のアクショ
ンを要求し、かつ、基地局からの応答を要求するメッセージを、基地局に送信する前また
は送信中に、ユーザ装置により放射される送信電力をユーザ装置により増加させ、メッセ
ージの送信が終了するまで、基地局からの電力制御コマンドを実質的に無視し、かつ、要
求されたアクションを実行する前に、通信システムの電力制御コマンドに従って、ユーザ
装置内で通常動作を再開するための電力制御部を備える。
【００３１】
　ユーザ装置の送信電力を制御するための電力制御システムは、閉ループ回路内で電力を
制御してもよい。本装置は、閉ループ電力制御システムのループを開くためのスイッチ部
をさらに備えてもよい。メッセージは、ソフトハンドオーバーイベントまたはソフトハン
ドオーバーイベントを開始または要求するメッセージでもよい。
【００３２】
　一実施形態では、スイッチ部は、閉ループを開いて送信電力を増加させるための第１の
スイッチと、閉ループを開いて送信電力を増加させるための第１のスイッチと、メッセー
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ジの送信のために十分な期間中に亘って、増加された電力を維持するための第２のスイッ
チと、を含んでもよい。本装置は、増加された送信電力の前後で送信電力をトグルするた
めのトグル信号を放射するためのトグル部をさらに備えてもよい。
【００３３】
　他の実施形態では、閉ループ電力制御システムは、基地局から電力制御信号（ＴＰＣ）
を受信するための受信機回路と、電力制御信号に応じてユーザ装置の送信電力を増加また
は減少させるための制御回路と、を含んでもよい。送信電力を増加させるための制御回路
は、ユーザ装置の送信電力を増加させるために、複数の電力増加信号（ＴＰＣ＝１）を生
成するための生成回路を含んでもよい。制御回路は、メッセージの送信のための十分な期
間中に亘って、増加された電力を維持するためのトグル回路をさらに備えてもよく、トグ
ル回路は、遅延回路、ＮＯＴ回路、およびＯＲ回路を含んでもよい。
【００３４】
　他の実施形態では、本装置は、メッセージの送信に続く期間中に亘って、基地局により
送信される電力レベルを増加させるための電力制御部をさらに備えてもよい。電力制御部
は、基地局により送信される電力レベルを、応答メッセージの受信後または所定の最大期
間の経過後に、元の電力レベルに戻すように構成されてもよい。
【００３５】
　また他の実施形態では、本装置は、信号対干渉比の目標値を含む、ユーザ装置内のレジ
スタ部と、信号対干渉比の目標値を増加させることにより、基地局により送信される電力
レベルを増加させるための制御部と、をさらに備えてもよい。信号対干渉比の目標値は、
所定の量で増加されてもよい。代替的に、信号対干渉比の目標値は、ビット誤り率（ＢＥ
Ｒ）、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、および信号対干渉比の現在の目標値の少なくともい
ずれかに応じて、適応的に増加されてもよい。
【００３６】
　通信システムは、符号分割多元接続システムまたは広帯域符号分割多元接続システムで
もよい。
【００３７】
　また他の実施形態では、電力制御部は、ユーザ装置と通信中の少なくとも１つの基地局
の信号強度が閾値未満である場合に、送信電力を増加させるように構成されてもよい。電
力制御部は、ユーザ装置と通信中の少なくとも２つの基地局、または全ての基地局の信号
強度が閾値未満である場合に、送信電力を増加させるように構成されてもよい。
【００３８】
　ユーザ装置は、ユーザ装置と通信中のアクティブな基地局のリストを有してもよい。電
力制御部は、メッセージがアクティブな基地局のリストに基地局を追加するためのハンド
オーバーメッセージ（１Ａ）である場合、または、メッセージがアクティブな基地局のリ
ストに基地局を追加および除去するためのハンドオーバーメッセージ（１Ｃ）である場合
に、送信電力を増加させるように構成されてもよい。
【００３９】
　他の観点では、計算処理能力を有する電子装置により実行されて、前述の方法を実行す
るためのコンピュータプログラムコード手段を含むコンピュータプログラムが提供される
。コンピュータプログラムコード手段がコンピュータ読取可能な媒体上に実装されてもよ
い。
【００４０】
　また他の観点では、前述したコンピュータプログラムを実行するためのコンピュータが
提供されてもよい。
【００４１】
（本発明の実施形態の詳細な説明）
　図１には、本発明が用いられうる状態が示されている。移動端末ＵＥは、３つのセル、
セル１、セル２およびセル３によりカバーされるエリアで移動している。３つのセルのパ
イロット信号強度は、グラフ中の曲線１、曲線２、および曲線３の各々で示されている。
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また、グラフは、１Ａ、１Ｂおよび１Ｃと称される３つのイベントを示している。
【００４２】
　グラフの左側では、ＵＥがセル１のＢＳに接続されている。暫く後に、セル２のＢＳの
パイロット信号強度が増加している。線４で示される所定の時間では、セル２の信号強度
がセル１の信号強度に到達しつつあり、その差がΔ１Ａより小さくなる（例えば、報告レ
ンジ－ヒステリシスイベント１Ａ）。そして、ΔＴの期間後に、信号強度の差がΔ１Ａよ
りもまだ小さい場合には、セル２のＢＳがＵＥのアクティブＢＳのリストに追加される。
これは、１Ａイベントと称される。
【００４３】
　線５で示されるように、暫く後に、セル１の信号強度は、Δ１Ｃと等しい差でセル３の
信号強度よりも減少する（例えば、ヒステリシスイベント１Ｃ）。そして、無線リンクの
組合された追加および除去が開始される。セル１のＢＳは、アクティブリストから除去さ
れ、セル３のＢＳにより置換される。これは、１Ｃイベントと称される。
【００４４】
　線６で示されるように、暫く後に、ＵＥのアクティブセットに含まれるセル２およびセ
ル３では、少なくともΔＴの期間に亘って、セル３のパイロット信号強度は、Δ１Ｂを超
える差でセル２の信号強度よりも減少する（例えば、報告レンジ＋ヒステリシスイベント
１Ｂ）。そして、最も弱いＢＳ（すなわち、セル３のＢＳ）がＵＥのＢＳのアクティブリ
ストから除去される。これは、１Ｂイベントと称される。
【００４５】
　これらの情報は、前述したHarri HolmaおよびAntti Toskalaにより編纂された文献に記
載されている。
【００４６】
　所定の状態では、ＵＥ（または基地局）から送信されたハンドオーバーメッセージが基
地局（またはＵＥ）に到達しないリスクが存在する。このようなハンドオーバーメッセー
ジ中の送信を保護するために、本発明の実施形態は、以下で詳細に説明されるように、重
要なハンドオーバーメッセージの送信時間中に、閉ループ電力制御システムにより確立さ
れた電力レベルより大きくなるように、ＵＥに出力電力を増加させる。これは、アクティ
ブセットに含まれる基地局の信号強度が閾値より低く、ＵＥがハンドオーバーイベント１
Ａまたは１Ｃを開始すると発生する。
【００４７】
　出力電力を増加させるアクションを実施し、以下で概説される他のアクションを実行す
るのは、ＵＥである。ＵＥは、減少された信号強度の問題を経験するので、基地局に通知
して出力電力を増加させるためのコマンドを受信したり、または他の対処をしたりせずに
、アクションを実施する直近の立場にある。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、ＵＥの電力は、ハンドオーバーメッセージの送
信後に、従前の値に戻される。再び、これは、基地局に依存せずに、ＵＥで局所的に行わ
れる。
【００４９】
　ハンドオーバーメッセージの送信中にＵＥの出力電力を増加させると、アップリンクＵ
Ｌ方向で基地局がメッセージを正しく受信する可能性が増加する。
【００５０】
　本発明のいくつかの実施形態では、ダウンリンクＤＬ方向でＵＥの目標ＳＩＲが、次の
期間中に増加される。これは、新たなＳＩＲレベルが適合されるまで、複数の電力増加コ
マンドをＵＥが基地局に送信し、結果として、ＤＬハンドオーバーの応答または確認およ
び更新のメッセージの誤り検出の確率が著しく低減するという事実をもたらす。期間は、
例えば、次の３００～１０００ｍｓでもよく、アップリンクＵＬ方向のハンドオーバーメ
ッセージと、ダウンリンクＤＬ方向のハンドオーバーの応答または確認との間の一般的な
ラウンドトリップ時間に相当する。再び、アクションは、ＵＥで局所的に実行される。
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【００５１】
　アップリンク送信電力を増加させ、よって、最初のハンドオーバーメッセージの誤りの
可能性を低減することにより、ハンドオーバーメッセージの再送信が要求される回数が少
なくなる。これは、ハンドオーバーのメッセージと、実際のハンドオーバーの瞬間との間
の遅延がより短縮され、ドロップされた呼びのリスクが低減されることを意味する。これ
は、信号レベルが弱く、ハンドオーバー応答の遅延が、ハンドオーバーメッセージまたは
アクティブセットの更新メッセージが受信される前に、アクティブセットに含まれる基地
局とＵＥが非同期状態になることを意味する場合には、特に有用である。
【００５２】
　要求された再送信がＵＥに非同期状態となるリスクを与えるほど、アクティブセットの
ＢＳの信号強度が非常に弱く、高速ハンドオーバーが必要な場合には、ハンドオーバーメ
ッセージ送信時の送信電力のわずかな増加は、その特定のメッセージのブロック誤り率を
、例えば、一般的なＢＬＥＲ目標となりうる１％から０．０５％まで、著しく低減させる
。また、ハンドオーバーメッセージが送信された後に、ＤＬのＳＩＲ参照を増加させるこ
とにより、ハンドオーバー応答メッセージ（アクティブセットの更新）の誤り検出リスク
が著しく低減される。よって、ハンドオーバー手続きがよりロバストに行われ、ドロップ
された呼びのリスクが低減される。
【００５３】
　出力電力の増加は、通常、基地局で経験される干渉のレベルを増加させる。しかし、電
力増加は、一般的に、例えば、２０ｍｓと短期間であり、全体的な干渉の増加は少ない。
ダウンリンク方向では、再び、増加は、システムの達成するロバスト性（robustness）に
比して小さいが、平均的な電力利用も、短期間のＳＩＲ参照の増加により増加する。
【００５４】
　以下の説明では、例えば、アクティブセット中のＢＳのリストの変更など、ＷＣＤＭＡ
のソフトハンドオーバーの状態に焦点が当てられている。しかし、本発明は、この場合に
限定されるものではない。例えば、本発明は、ハードハンドオーバーイベントにも、同様
に適用可能である。
【００５５】
　図２には、本発明の一実施形態に係るブロック図が示されている。
【００５６】
　図２は、ブロック形式でＵＥを示している。ＵＥは、接続モードで示されており、アン
テナから無線信号を連続的に受信し、フロントエンド受信部（ＦｅＲｘ）２１で無線信号
をベースバンド信号にダウンコンバートする。また、ＵＥは、ユニット２６でＳＩＲおよ
びチャネル応答を推定すると同様に、検出部２２で制御情報およびユーザデータの信号検
出を実行する。ＵＥは、ＵＬで送信されてＢＳ出力電力のＤＬ電力制御に用いられる、Ｄ
Ｌ　ＴＰＣ（ダウンリンク送信電力制御）コマンド信号を生成するために、推定されたＳ
ＩＲとＳＩＲ参照とをユニット２７で比較する。ＤＬ　ＴＰＣコマンド信号は、ライン３
１でユニット２７から送信ベースバンド処理器３０に放射される。ＤＬ　ＴＰＣコマンド
信号は、ライン３２でフロントエンド送信機ＦｅＴｘ２９に伝達され、送信中の電力レベ
ルを制御するために、アクティブセットの基地局に送信される。
【００５７】
　また、ＵＥの出力電力の制御のために、ＴＰＣ検出部２８では、ＵＥによりＴＰＣ検出
が行われ、検出されたＵＬ　ＴＰＣコマンド信号がライン３３で第２の制御部２５に転送
される。第２の制御部２５は、ＵＬ　ＴＰＣコマンドが“０”または“１”のいずれであ
るかに応じて、送信電力の増加または減少を要求することにより、フロントエンド送信部
ＦｅＴｘ２９の送信電力を制御する。例えば、これらのタスクの実行のために、既知のい
かなる方法が用いられてもよい。
【００５８】
　ＵＥは、例えば、新たなセルの探索（セル探索、図には示されていない。）、ならびに
アクティブセット中、および、例えば、信号対干渉比ＳＩＲ（ＥＣ／Ｉ０）または信号強
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度ＥＣなどを監視されるセット中の基地局からの全ての信号の信号強度を測定するなど、
他の多くのタスクも実行する。監視されるセットは、アクティブリストに含まれないが、
セル探索で検出された全ての基地局を含む。測定は、レイヤ３（Ｌ３）測定制御部２３で
行われうる。Ｌ３測定制御部が、例えば、監視されるセット中の基地局に関して、アクテ
ィブセット中の１つ以上の基地局よりも強い信号強度を測定すると、前述したように、ハ
ンドオーバーイベントが引き起こされる。Ｌ３測定制御部２３は、信号強度測定信号をラ
イン３４で第１の制御部２４に伝達しうる。また、ユニッ２３は、ライン３５で第１の制
御部２３に伝達され、ライン３６を介して送信ベースバンド処理部３０に伝達される、ハ
ンドオーバーイベントトリガー信号を生成してもよい。ハンドオーバーイベントトリガー
信号は、引き起こされるハンドオーバーの種類に関する情報を含んでもよい。
【００５９】
　前述したＷＣＤＭＡのソフトハンドオーバーの場合には、可能性ある３つのイベント、
すなわち、アクティブセットに新たなセルを追加する１Ａ、アクティブセットからセルを
除去する１Ｂ、アクティブセット中のセルを置換する１Ｃが存在する。
【００６０】
　ＷＣＤＭＡで重要となる他の種類のハンドオーバーイベントも存在する。例えば、他の
キャリア周波数を用いる基地局へのハンドオーバーも可能である。この場合、ソフトハン
ドオーバーは、通常、不可能であり、よって、ハードハンドオーバーが用いられる。周波
数間ハンドオーバーのために、イベント２Ａ（サービス中のセルよりも他のキャリア上の
セルが強くなる。）、およびイベント２Ｂ（サービス中のセルよりも他のキャリア上のセ
ルが弱くなる。）が存在する。サービス中のセルが非常に弱く、呼びを維持するために周
波数間ハンドオーバーが必要である場合には、イベント２Ａが重要となる。
【００６１】
　イベントが引き起こされると、信号強度測定と同様にハンドオーバーイベント情報がラ
イン３４、３５を介して、ハンドオーバーの重要性を評価する第１の制御部２４に伝達さ
れる。例えば、イベント１Ｂ、すなわち、アクティブセットからのセルの除去は、信号強
度が低い場合には、その情報がデータの検出に用いられないので、ＵＥの観点からは重要
とはならない。ここで、ＵＥは、代わりに、アクティブセット中のより良好なセルの情報
を用いる。また、イベントが１Ａまたは１Ｃであり、アクティブリスト中に強いセルが存
在する場合には、ハンドオーバーメッセージの誤りの多い受信（reception）によりハン
ドオーバーが遅延する場合でも、ＵＥはアクティブセット中のセル上で存続可能であると
いう意味で、そのイベントは重要とはならない。強いセルまたは弱いセルは、弱い信号強
度および強い信号強度の事前情報に基づいており、ルックアップテーブル中に格納可能で
ある。
【００６２】
　しかし、イベントが１Ａまたは１Ｃであり、アクティブセット中の最強のセルの信号強
度が所定の閾値より低い場合には、呼びを維持するために新たな強いセルがアクティブセ
ット中に含まれるべきであることを表しており、イベントが重要となりえ、送信電力は、
ハンドオーバーメッセージの送信中に増加されてもよい。
【００６３】
　その情報（ＵＬ電力をトグルする。）は、ライン３７を介して第１の制御部２４から、
ライン３８を介してユニット２９のＴＣ出力電力を制御する、第２の制御部２５に伝達さ
れる。第２の制御部２５は、ハンドオーバーメッセージが送信される時間フレーム中に、
ＵＥの出力電力を増加させる。電力増加は、例えば、２～７ｄＢとなりえ、正確な数値は
、事前に行われる試験に基づき、ルックアップテーブル中に格納可能である。増加は、ハ
ンドオーバーメッセージを送信する事前の試みが行われたか否かに依存してもよい。出力
電量力の増加により、基地局でハンドオーバーメッセージの誤りの多い受信（reception
）となる可能性が著しく低減する。
【００６４】
　出力電力を増加させるための方法は、図４を参照しながら、以下で詳細に説明される。
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要約すれば、本方法は、ＵＥの送信電力を制御するインナーＵＬ電力制御ループが開かれ
、または無効とされることを伴う。ＵＥは、送信電力の制御を引き継ぎ、前述したように
、送信電力をいくらか増加させる。メッセージが送信されると、第１および第２の制御部
２４、２５は、通常動作を再開し、送信電力は、通信システムにより決定されるように、
通常のレベルに戻される。
【００６５】
　確認モードで発生しうる、ユーザ装置からのハンドオーバーメッセージの送信後に、返
答が生成されて基地局によりユーザ装置に送信されるべきである。本発明のいくつかの実
施形態では、これは、基地局からの増加された電力レベルの下で発生する。送信ベースバ
ンド処理部３０は、第１の制御部２４と目標ＳＩＲ比較部２７との間のライン４０のスイ
ッチ３９を閉じるように構成されうる。第１の制御部２４は、比較部２７内でＳＩＲ参照
値を増加させるための信号を出しうる。結果として、ユニット２７は、基地局の電力レベ
ルを新たなＳＩＲ参照に適合させるために、ライン３１でＤＬ　ＴＰＣコマンド信号を放
射する。これは、通常、基地局が送信中に電力レベルを増加させることを意味する。スイ
ッチ３９は、基地局の確認応答が受信されるまで、閉じられた状態にある。期待された期
間（例えば、４００～１０００ｍｓ）中に応答が受信されない場合には、スイッチが開か
れ、ユニット２７のＳＩＲ参照レベルは、通信システムにより確立されるように、通常の
値に戻される。このようにして、応答の受信は、応答の欠落または損失のリスクが最小化
できるように、容易化される。
【００６６】
　確認応答が受信される場合には、応答は、例えば、新たな基地局がＵＥに情報の送信を
開始し、ＵＥから情報を受信する準備を整える正確な瞬間の情報など、実行されるハンド
オーバー動作の情報を含むことができる。このような瞬間は、特定され、応答メッセージ
の受信後５０～３００ｍｓとなりうる。そして、システム内の全ての要素は、ＵＥの最後
およびＢＳの最後の両方に同期する。ハンドオーバー状態では、上記瞬間に、情報が第１
の基地局から第２の基地局に交換される。応答メッセージは、例えば、従前のＢＳおよび
新たなＢＳの両方で測定されたパイロット信号または現在のＴＰＣコマンドに基づいて、
例えば、ハンドオーバーの瞬間に、ＵＥおよびＢＳの電力レベルを新たな状態に適応させ
るなど（例えば、ＥＰ１２２３７６９Ａを参照）、他の情報を含むことができる。
【００６７】
　図３を参照すると、ソフトハンドオーバーイベントの場合に、本発明の実施形態により
実行される方法ステップを示すフロー図が示されている。
【００６８】
　ブロック３０１では、アクティブセットおよび監視されるセットに含まれる全てのセル
の信号強度が測定される。
【００６９】
　ブロック３０２では、ハンドオーバーイベントが引き起こされるか否かの判定が行われ
る。引き起こされない場合には、制御がブロック３０１で再開する。引き起こされる場合
には、制御がブロック３０３で継続する。
【００７０】
　ブロック３０３は、本発明のいくつかの実施形態の意味では、ハンドオーバーイベント
が重要であるか否かを決定する判定ブロックである。
【００７１】
　重要でない場合には、ブロック３０４により標準的な手続きに従ってハンドオーバーメ
ッセージの送信が行われる。
【００７２】
　しかし、イベントが重要である場合、例えば、イベントが１Ａまたは１Ｃであり、アク
ティブセット中の最強のセルの信号強度が所定の閾値より低い場合には、新たな強いセル
がアクティブセット中に含まれるべきであることを表しており、呼びを維持するために、
処理は、ブロック３０５に進む。このような閾値は、例えば、ＥＣ／Ｉ０＜－１４ｄＢで
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もよい。
【００７３】
　ハンドオーバーメッセージの送信中に、ＵＥの送信電力は、ブロック３０５に示される
ように増加されるべきである。
【００７４】
　ブロック３０６でハンドオーバーメッセージが送信されると、ＵＬ電力制御のインナー
ループが再び閉じられ、ＵＥは、通常動作を再開してＴＰＣコマンドに従う。ＵＥの送信
Ｔｘ電力は、通常の動作レベルに低減される（３０７）。
【００７５】
　ＵＬが標準の動作に再び入ると同時に、ブロック３０７で、例えば、１～５ｄＢでＤＬ
　ＳＩＲ参照レベルの増加を開始するタイミング情報が受信機部に入力される。再び、増
加は、ＵＬの場合のように、前もって定義されうる。ＳＩＲｒｅｆの増加も、例えば、Ｂ
ＬＥＲおよび／または現在のＳＩＲｒｅｆに応じて適応的となりうる。
【００７６】
　ブロック３０８では、ＵＥがハンドオーバー応答を受信したか否かが判断される。応答
が受信された場合には、ブロック３１０でＤＬ　ＳＩＲ参照が元のＳＩＲ参照値に低減さ
れる。
【００７７】
　ハンドオーバー応答が受信されなかった場合には、ブロック３０９で、例えば、４０～
１０００ｍｓなど、所定の時間が経過したか否かが判断される。所定の時間が経過してい
ない場合には、処理がブロック３０８で継続する。所定の時間が経過した場合には、ＤＬ
で必要以上の電力を利用しないために、ＤＬ　ＳＩＲ参照が元の値に低減される。
【００７８】
　最後に述べたケースでは、ＵＥは、所定の期間で待機し、例えば、ブロック３０５で手
続きをもう一度再開することができる。２回目では、ＵＥは、電力オフセットをさらに増
加させることができる。
【００７９】
　ブロック３０３では、最強の基地局の信号強度が閾値と比較される。しかし、例えば、
少なくとも１つまたは２つの基地局が閾値より低くあるべきであるという事実など、他の
基準が適用されてもよい。全ての基地局が、高い方の第１の閾値（例えば、－４ｄＢ）よ
り低く、少なくとも１つの基地局が、低い方の第２の閾値（例えば、－１４ｄＢ）より低
くあるべきであるという、他の基準でもよい。イベントは、さらに、前述したイベント２
Ａ、または他のイベントでもよい。
【００８０】
　基地局は、通常、ＵＬ方向で送信電力を制御し、ＵＥは、本発明の実施形態によれば、
重要なハンドオーバーメッセージの送信中に開ループで正常に機能する。これを行うため
の一方法が図４のブロック図により示されている。このブロック図は、例えば、図２の制
御部２（２５）の一部として実施可能である。このブロック図の機能は、同図に示される
例により説明される。
【００８１】
　図４の例の左側では、矢印４０１で示されるように、ＵＬ電力制御が通常モードで動作
している。すなわち、出力電力は、ＴＰＣ＝１の場合に増加され、ＴＰＣ＝０の場合に減
少される。ＴＰＣ信号は、ＴＰＣ検出部２８で検出され、ライン４１０（図２のライン３
３に相当する。）で“初期パターン”と名付けられたスイッチ４０５に入力される。スイ
ッチ４０５は、通常、ＴＰＣ信号４１０をライン４１１、および“トグル”と名付けられ
たスイッチ４０９に転送する。スイッチ４０９は、通常、ＴＰＣ信号をライン４１２（図
２のライン３８に相当する。）、およびフロントエンド送信部ＦｅＴｘ２９に転送する。
通常動作中に、送信電力は、一般的に、期間４０１中で破線４１５で示されるように、あ
る値の前後をトグルする。このトグルは、基地局および基地局のＵＬ　ＳＩＲ参照値によ
り制御される。
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【００８２】
　時間４０１と４０２との間の所定の時刻に、重要なハンドオーバーメッセージが引き起
こされ、スイッチ“初期パターン”４０５が図４に示す位置にオンされる。これは、電力
制御が割り込まれ、よって、インナーループが開かれることを意味する。スイッチの動作
は、ライン３７で第１の制御部２４から第２の制御部２５に送信される信号により発生し
うる。代わりに、信号“初期パターン”がライン４１３で生成される。信号は、送信信号
の電力レベルを所望の値に増加させるために十分な、複数のＴＰＣコマンド（ＴＰＣ＝１
）を含む。例えば、各ＴＰＣコマンドが送信電力を１ｄＢ増加させ、信号強度が５ｄＢで
増加されるべきである場合には、“初期パターン”信号は、５つの“１”を含む。“初期
パターン”信号は、第２の制御部２５により生成されてもよい。
【００８３】
　このライン４１３上の“初期パターン”信号は、期間４０２中にＴｘ電力を制御してお
り、出力電力は、ライン４１０で受信したＴＰＣコマンドに依存せずに、所定のレベルま
で増加される。
【００８４】
　そして、例えば、ライン４１０をライン４１１に接続する制御部２４からの信号により
、“初期パターン”スイッチ４０５がオフされ、“トグル”スイッチ４０９が図４に示す
位置にオンされる。ＵＬのインナーループ電力制御は、矢印４０３で示される期間中、開
ループで機能する。
【００８５】
　“トグル”スイッチ４０９は、“初期パターン”スイッチ４０５がオン（図４に示す位
置）されたと同時に、オンされていてもよい。
【００８６】
　ハンドオーバーアップリンクメッセージ中、ＵＥの出力電力は、新たな電力レベルの前
後をトグルし、ＴＰＣ“ダウン”コマンドに従わない。基地局は、ＵＥが余分な電力で送
信していることを検知し、電力を減少させることを試みるので、ＴＰＣ信号は、通常、こ
の動作中にダウン（ＴＰＣ＝０）を表す。しかし、ＴＰＣが“アップ”（ＴＰＣ＝１）を
表す場合には、ＵＥは、瞬間４１４で例示されるように、再び電力を増加させる。よって
、ＵＥは、送信電力を、図４のライン４１６で示される新たなレベルまで増加させる。
【００８７】
　ハンドオーバーメッセージ中、出力電力は、実質的に一定に維持されるべきである。し
かし、ＷＣＤＭＡでは電力のアップまたはダウンしか存在しないので、出力電力を一定に
維持するための一解決策は、図４に示すように、新たな電力レベルの前後で出力電力をト
グルさせることである。よって、図４の実施形態で説明される開ループ条件下で、電力は
、例えば、レベル４１６など、ある電力レベルの前後でトグルされ、可能であれば、増加
されて決して低減されない。
【００８８】
　“フォローアップではなくトグルする（toggle but follow up）”コマンドの方法は、
下式に従って、図４に示すように“ＯＲ”４０６、トグル４０７（実質的には、ＮＯＴ機
能または反転機能である。）、および遅延４０８の要素の組合せとして実施可能である。
【００８９】
　　ＰＣＣ（ｔ）＝｛｛ＮＯＴ｛ＰＣＣ（ｔ－ｌ）｝｝ＯＲ｛ＴＰＣ（ｔ）｝｝
　ここで、ＰＣＣ（ｔ）：時間ｔでのＴｘの電力制御コマンド、（“１”がＴｘ電力アッ
プ、“０”がＴｘ電力ダウン）、ＮＯＴ｛．｝：論理補数（logical complement）、｛．
｝ＯＲ｛．｝：論理ＯＲ（入力１があれば出力１）。
【００９０】
　期間４０３の後にハンドオーバーメッセージが送信されると、“トグル”スイッチ４０
９がオフされる。これは、第１の制御部２４の制御下で発生可能であり、ＵＬ電力制御は
、期間４０４中に送信電力が元の平均Ｔｘレベルに戻されることを伴う、閉ループ制御を
再開する。
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【００９１】
　前述したように、確認メッセージおよびハンドオーバーの終了メッセージを受信するた
めに十分な期間で、基地局の送信電力が増加されうるように、ＵＥのＳＩＲ参照値が増加
されうる。
【００９２】
　要約すれば、まず、ＵＥは、インナー電力制御ループを開き、ハンドオーバーメッセー
ジがＵＥからＢＳに送信される、第１の期間中（約２０ｍｓ）における送信電力の制御を
引き継ぐ。そして、制御がインナー制御ループにより再開される。
【００９３】
　制御は、メッセージ送信の直前および／または送信中に引き継がれる。制御の引継ぎ中
に、ユーザ装置は、ＵＥの送信電力を直ちに増加させうる。しかし、いくつかの実施形態
では、電力は、例えば、メッセージの種類および他の状況を制御するなど、他のアクショ
ンの実行後に増加されてもよい。増加は、メッセージの最初の部分が誤りを含む場合でさ
えもメッセージを訂正可能な誤り訂正をメッセージが含むので、メッセージの送信中に発
生してもよい。ハンドオーバーメッセージの少なくとも一部は、メッセージが復号化可能
な条件で受信される可能性を増加させるために、増加された電力レベルで送信されるべき
である。
【００９４】
　増加は、図４に示すように、複数のステップで、または、送信電力の大幅な増加を伴う
１回のステップで発生してもよい。
【００９５】
　ハンドオーバーメッセージの送信後に、通常動作が再開される。このような通常動作は
、メッセージの送信後に可能な限り早く再開されうる。しかし、いくつかの実施形態では
、例えば、複数のメッセージが送信される場合など、送信電力は、より長い期間に亘って
維持されてもよい。いくつかの実施形態では、通常動作は、１つ以上のメッセージが送信
された後、例えば、他の制御またはアクションを行う時間をＵＥに与えるための時間が経
過するまで再開されない。
【００９６】
　ハンドオーバーメッセージが確認モードで送信される場合には、基地局が確認メッセー
ジまたは応答メッセージを送信する前に通常動作が再開される。増加された送信電力でＵ
Ｅが送信する期間中に、ＵＥは、応答メッセージを含む他のメッセージを妨げる。しかし
、基地局が応答メッセージを送信する前に電力レベルが復旧される場合、すなわち、通常
、電力レベルが低下される場合には、復号化可能な条件で応答メッセージが受信される可
能性が増加される。よって、電力レベルは、ハンドオーバーメッセージの送信の終了後、
少なくとも１００ｍｓ以内に復旧される。電力レベルは、増加された電力レベルでハンド
オーバーメッセージの少なくとも一部が送信される限り、例えば、終了の５ｍｓ前など、
ハンドオーバーメッセージの送信の終了前に復旧されてもよい。
【００９７】
　選択的に、ＢＳにより送信された確認メッセージがＵＥにより支障なく検出されうるよ
うに、ＵＥは、基地局が送信電力を増加させるために制御されうるように、第２の期間（
約４００～１０００ｍｓ）中にＤＬ　ＳＩＲ参照値を増加させる。ＤＬ　ＳＩＲ参照値の
増加は、ハンドオーバーメッセージの送信直後に実施されてもよい。いくつかの実施形態
では、ハンドオーバーメッセージの送信中、または、ＵＥが送信電力を増加させると同時
でさえ、ＳＩＲ参照の増加が開始されうる。ＳＩＲ参照の増加は、送信電力の増加のため
の制御の引継ぎから所定の期間が経過した後でさえ、開始されてもよい。いくつかの実施
形態では、ＳＩＲ参照の増加は、ハンドオーバーメッセージの送信後に、例えば、メッセ
ージの種類を確認するなどのアクションを実行するための時間を与えるなど、他の遅延を
伴って開始される。このような遅延は、ハンドオーバーメッセージの終了後、１００～３
００ｍｓでもよい。複数のハンドオーバーメッセージが送信される場合には、増加された
電力レベルで基地局が送信している間に、１つまたは全ての確認メッセージが送信および
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／または受信可能である。基地局は、メッセージの交換が終了し、または所定の最大期間
の後に、元の電力レベルに戻される。
【００９８】
　ＵＥの送信電力の増加およびＳＩＲ参照値の増加の両方のアクションは、基地局に依存
せずに実行される。これは、より少ない制御メッセージがシステム内で送信される必要が
あることを意味する。このような制御メッセージは、信号強度が低い場合には喪失または
誤解されうるので、ＵＥのアクション決定を伴う本アプローチは、よりロバストな動作を
意味する。
【００９９】
　図５は、送信電力を増加させるために、電力制御コマンドをＵＥで無効にし、または無
視する他の実施形態を示している。図２に示す実施形態では、ＯＲゲート５０１は、２つ
の入力端子５０２、５０３および１つの出力端子５０４を有し、ＴＰＣ検出部２８を第２
の制御部２５に接続するライン３３に挿入されている。第２の入力端子５０３は、図５に
示すように、信号５０５を生成する回路に接続されている。生成回路は、図示されるよう
に、制御部２５でもよい。第２の入力端子５０３が“１”であると直ぐに、ＵＥは、開ル
ープとなり、電力制御コマンドを無視する。送信電力は、例えば、６ｄＢなど、入力端子
がハイとなる初期時間中に増加する。そして、第２の入力端子５０３は、“１”と“０”
との間でトグルする。これは、送信電力もトグルアップおよびトグルダウンし、実質的に
一定のレベルに維持されることを意味する。しかし、第１の入力端子５０２が“１”であ
る場合には、送信電力は、第２の入力端子５０３の状態に依存せずに増加する。よって、
図５の実施形態の動作は、図４に示す実施形態と実質的に同一である。
【０１００】
　基地局は、確認メッセージまたはイベントメッセージの送信中に、他の方法で電力を増
加させることができる。確認モードでＵＥにより送信されたメッセージは、それに応じて
行動するようにプログラムされた基地局により、増加された電力で返答が送信されるべき
であるという表示を含んでもよい。代替的に、基地局は、この種類のメッセージでは、増
加された電力で常に返信するようにプログラムされてもよい。
【０１０１】
　重要なメッセージの送信中にＵＥの送信電力を増加させる方法は、ソフトハンドオーバ
ーイベントメッセージの送信中以外に、他の種類のアクティビティでも利用可能である。
このような他のアクティビティは、ハードハンドオーバー、ＵＥの識別メッセージ、およ
びランダム接続手続きでもよい。
【０１０２】
　本発明の方法は、ＵＥおよびＢＳで、ソフトウェアもしくはハードウェア、または双方
の組合せで実行されてもよい。
【０１０３】
　基地局は、ＵＭＴＳではノードＢとも称される。
【０１０４】
　本発明は、例えば、移動無線端末、ページャー、発信機、電子手帳、スマートフォン、
またはＰＤＡなど、ポータブル型またはハンドヘルド型の電子機器で有益ともなりうる。
【０１０５】
　本明細書において、“構成する（comprises/comprising）”という用語は、記載された
特徴、整数（integers）、ステップ、または要素の存在を特定し、かつ記述された特徴、
整数、ステップ、要素、またはそれらの集合の存在または追加を排除するものではない。
【０１０６】
　以上では、本発明が特定の実施形態を参照しながら説明された。しかし、本発明の範囲
内では、前述した実施形態以外の他の実施形態も可能である。本発明の範囲内では、前述
した方法ステップとは異なる方法ステップが提供されてもよい。本発明の異なる特徴およ
びステップは、前述した組合せとは異なる組合せで用いられてもよい。本発明の範囲は、
請求項の記載に基づいて決定され、請求項の範囲に含まれる全ての変形および均等は、本
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発明の範囲として解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】基地局からの信号強度を示すグラフである。
【図２】本発明の第１の実施形態を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態により実行される方法ステップを示すフロー図である。
【図４】送信電力の増加を説明するグラフおよびブロック図である。
【図５】図２と類似する他の実施形態を示すブロック図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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